
 

 

 

 

 

 

 

 

校長  仲條 正輝   

新年度が始まり一ヶ月経ちました。今年度は残念ながら全学部の入学生がいないため、入学式

も実施することができず、中学部３名、高等部４名の全校生徒７名でのスタートになりました。

広い校舎に７名の生徒しかいないのは、少しさびしいですが、今年度は少数精鋭で、小さな学校

でできる教育活動を推進していく所存です。 

  未だ新型コロナウィルス感染症については収束の目処は立っていませんが、この２年間で培っ

た知識と対応策を駆使しながら、不測の事態にも備えつつ、生徒及び教職員の命と健康を守るこ

とにも引き続き取り組んでいきます。 

 今年度も学校教育目標の達成と教育活動のスローガンとして「児童生徒が 生き生きと努力し

て 笑顔あれる学校」と定め、本校のグランドデザインの最終目標である「共生社会の一員とし

て、自分の力を発揮し、得意なことを生かして社会参加をする」の実現と本校の生徒・教職員が

明るい将来への展望を持てるような願いをスローガンに込めました。このスローガンの基、学校

経営の柱を大きく４つに定め、特に重点として取り組む目標を、次の３つに定めました。 

 

 

 

 

 

①②は昨年度からの継続です。③は今年度新たに取り組むことです。令和４年度を迎えるにあ

たり、本校の良さや課題、生徒数が減少する今年度の状況について、改めて考えました。本校の

教育目標に照らし合わせると①は「進んで学ぶ人」にあたり、②は「たくましい人」を育てるこ

とにあたると整理しました。「思いやりのある人」を育てるにあたる重点目標がなかったため、

今年度③を新たに立ち上げました。「メンタルヘルス」と書くと少し抵抗があるかもしれません

が、重点目標が目指す「メンタルヘルス」とは、生徒の自己肯定感や自己有用感が上がり、ここ

ろが元気になることです。本校は小さな学校ですが、生徒にとっては過ごしやすく「思いやりの

ある人」が育つ環境にあると私は考えます。  

人を思いやることとは、生徒自身もある程度自分に自信を持つことが必要ではないかと考えま

した。自信を持つことは自己肯定感や自己有用感を高めることにも繋がります。自己肯定感や自

己有用感が高まれば、こころも元気になり、他の生徒に関心を持ち、思いやる余裕も出てくるの

ではないかと考えました。当たり前のようなことを書いていますが、調べてみると欧米の学校で

は、このような考え方はスタンダードで、日本ではまだまだ少ないと聞きます。小さな学校だか

らこそ、生徒一人一人に寄り添い、肢体不自由教育の専門性やＩＣＴを活用しながら、学習指導

要領にもある「個別最適な学び」を追求しつつ、生徒のこころが元気になる学校を教職員で力を

合わせ目指したいと考えます。 

 新年度においても本校の教育活動に対しまして保護者の皆様、白糠学園の皆様のご理解とご協

力を賜りますようお願い申し上げます。 
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「生徒のこころが元気になる学校を目指して」 

①オンラインを活用したハイブリッド型の授業実践とウィズ・コロナ教育課程の編成 

  ～白糠スタイルの構築と展開～ 

 ②キャリア発達に即した生涯学習に繋がる取り組みの推進 

 ③生徒のメンタルヘルスに配慮した教育課程の構築 



特別支援教育コーディネーターより 

 

 

  

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、校外の学校等に伺う特別支援教育コーディネーターは、福田悠（ふくだゆう）が担当

いたします。また、自立活動教諭の田屋隆也（たやたかなり）も伺うことがあると思います。根

釧地区は大変広い地域となっていますが、多くのお子さんにとってより良い支援につながるよう

に関係機関の皆様と連携していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

また、教育相談や学校見学などご希望があれば随時ご相談に応じますので、是非ご連絡くださ

い。本校は、肢体不自由のお子さんのための特別支援学校ですが、障がいの種類は問わず相談を

お受けします。なお、ご相談内容によって『くろーばーねっとわーく』が対応いたします。 

                                （相談支援部：福田悠） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈今年度の主な行事〉 

７月 ２日（土）運動会      

７月２０日（水）全校プール学習 

７月 27 日（水）第 1 学期終業式  

７月２８日（木）～８月２１日（日） 夏季休業日 

８月２２日（月）第２学期始業式 

１０月２９日（土）学習発表会 

 １２月２３日（金）第２学期終業式 

１２月２４日（土）～令和５年１月１７日（火） 冬季休業日   

１月１８日（水）第３学期始業式 

３月１２日（日）卒業式 

 

※新型コロナウィルスの状況により日程に変更等がある場合があります。 

 

 

お困りごとがあったら？連絡して下さい！  

根釧地区特別支援教育ネットワーク協議会（くろーばーねっとわーく）とは、根釧地

区特別支援教育ネットワーク協議会のことで、根釧地区にある 4 つの特別支援学校の連

携組織です。根室・釧路管内の教育にかかわる相談を全般的にお受けしています。 

http://www.clover-net.hokkiado.ed.jp/ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

                                

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

７月２日土曜日（９:４５～1１:４５）に第 4２回白糠養護学校大運動会が行われます。 

 今年度も、新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、競技数を減らしたり来場者を制限

させていただいたりするなど感染対策を講じての実施となります。詳細については、後日配

布する案内やプログラムなどでお知らせいたしますのでご確認ください。 

 当日は、中学部３名、高等部４名の合計７名の生徒達が紅組と白組に分かれて競技をしま

す。各生徒が主に運動や体育、からだの学習の成果を発揮する「個人競技」や、中学部・高

等部それぞれがオリジナルの競技に取り組む「学部競技」、今年は紅組と白組の勝敗を競い合

う「全校競技」を行います。生徒達の日頃の学習や練習の成果を力いっぱい発揮できるよう

生徒はもちろん、教職員一丸となって準備を進めて参ります。ご来場の際は、温かいご声援

をお願い致します。 

（健康安全部：小笠原 純） 

 

 

 

 

毎年夏期休業中に開催している当セミナーですが、今年度も開催を予定しています。日程、

内容については現在検討中ですので、決まり次第本校ホームページ等でお知らせいたしま

す。 

現段階では集合形式での開催を予定していますが、今後の社会情勢によってはその方法や時

期の変更、中止ということも考えられますが、ご了承ください。 

（研究部：吉田 遼太郎） 

 

 

 本年度も、定期的に『学校だより』を発行いたします。

本校での児童生徒の活動の様子、取り組み等を掲載して

いく予定です。また、本校ホームページも随時更新いた

します。よろしくお願いいたします。 


